
旧
名
栗
村
・
有
間
ダ
ム
下

に
あ
る
市
営
さ
わ
ら
び
の
湯

は
、
都
市
と
山
村
の
交
流
事

業
と
し
て
平
成
６
年
に
開
設

さ
れ
た
日
帰
り
温
泉
で
す
が
、

平
成
２
０
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
に
、
管
理
委
託
さ
れ
る

こ
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
７
月
か
ら
指
定
管
理

者
の
募
集
が
行
わ
れ
、
８
社

（
西
武
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ

Ｋ
、
企
業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー

事
業
団
、
有
限
責
任
中
間
法

人
に
し
か
わ
、
有
限
会
社
戸

口
工
業
、
Ｋ
Ｋ
む
さ
し
ビ
ル

ク
リ
ー
ナ
ー
、
シ
ン
コ
ー
ス
・

Ｋ
Ｋ
東
ア
共
同
体
、
Ｋ
Ｋ
西

部
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
名
栗
さ

わ
ら
び
の
湯
共
同
事
業
体
）

が
応
募
、
そ
の
後
の
書
類
審

査
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
結

果
、
１
１
月
１
４
日
の

行
政
経
営
会
議
で
、
名
栗
さ

わ
ら
び
の
湯
共
同
企
業
体

（
株
式
会
社
オ
ー
チ
ュ
ー
・

Ｆ
ｕ
ｎ

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
株
式

会
社
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

全
国
展
開
の
企
業

こ
の
共
同
企
業
体
は
、
両

社
と
も
都
内
に
本
社
が
あ
り
、

指
定
管
理
者
と
し
て
全
国
展

開
し
て
い
る
企
業
で
す
。

１
１
人
で
構
成
さ
れ
る
飯

能
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
で
別
表
審
査
基
準
に
基
づ

く
審
査
で
１
４
３
０
点
中
１

２
８
７
・
９
点
を
得
て
決
定

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

注
目
さ
れ
て
い
た
の
が
、

市
観
光
協
会
名
栗
支
部
と
原

市
場
に
あ
る
も
く
ね
ん
工
房

の
２
団
体
に
よ
っ
て
立
ち
上

げ
ら
れ
た
「
有
限
責
任
中
間

法
人
に
し
か
わ
」
で
す
が
、

市
外
の
企
業
に
決
定
し
た
こ

と
で
、
地
元
と
の
協
力
関
係

な
ど
を
不
安
視
す
る
声
も
出

て
い
ま
す
。

１
２
月
議
会
に
議
案
と
し

て
提
案
さ
れ
ま
す
が
、
し
っ

か
り
と
し
た
審
査
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は

０
３
年
の
地
方
自
治
法
改

正
で
公
共
施
設
等
の
管
理
運

営
が
民
間
企
業
等
に
も
任
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
つ
い
て
、
飯
能
市
社
会
保

障
を
よ
く
す
る
会
は
９
日
、

保
険
料
負
担
軽
減
の
制
度
化

や
「
資
格
証
明
書
」
の
発
行

は
し
な
い
よ
う
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
要

請
し
て
ほ
し
い
と
市
長
に
要

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で

家
族
に
扶
養
さ
れ
保
険
料
負

担
の
な
か
っ
た
人
も
含
め
て
、

平
均
年
額
９
９
４
０
０
円
を

超
え
る
保
険
料
の
負
担
増
と

な
る
こ
と
。
保
険
料
が
払
え

な
け
れ
ば
資
格
証
明
書
が
発

行
さ
れ
、
さ
ら
に
は
保
険
料

は
後
期
高
齢
者
が
増
え
て
医

療
費
が
増
加
す
る
の
に
応
じ

て
、
保
険
料
が
一
年
お
き
に

上
が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
な
ど
大
変
な
制
度
で
す
。

要
請
で
は
、
「
こ
の
ま
ま
実

施
す
れ
ば
、
保
険
料
滞
納
者

が
多
数
発
生
し
て
制
裁
措
置

を
う
け
、
病
気
の
重
症
化
、

治
療
の
手
遅
れ
な
ど
の
事
態

が
広
が
る
こ
と
が
必
至
で
あ

る
」
と
し
て
、
①
「
補
助
金
」

を
増
額
し
て
、
広
域
連
合
独

自
の
保
険
料
軽
減
条
例
の
制

度
化
②
「
保
険
料
滞
納
者
へ

の
「
資
格
証
明
書
」
の
発
行

は
行
わ
な
い
こ
と
③
後
期
高

齢
者
全
員
に
、
健
康
診
断
の

実
施
を
広
域
連
合
に
要
請
し

て
ほ
し
い
と
求
め
ま
し
た
。

参
加
者
の
芦
野
修
さ
ん
は
、

「
最
後
ま
で
広
域
連
合
に
要

請
す
る
と
い
っ
て
く
れ
な
か
っ

た
。
行
政
の
姿
勢
が
こ
れ
で

い
い
の
か
。
市
民
の
声
を
届

け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

少
し
明
る
さ
が
感

じ
ら
れ
る
暗
が
り

の
中
で
、
ぽ
つ
ん

ぽ
つ
ん
と
白
い
も

の
が
目
に
入
り
ま

し
た
。
茶
の
花
で

し
た
。
夜
明
け
の

空
に
は
星
が
ひ
と

つ
、
金
星
な
の
で

し
ょ
う
。
今
日
の

日
和
を
約
束
し
て
く
れ
る
か

の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

新
聞
を
配
っ
て
い
る
と
、
な

ん
と
も
い
え
な
い
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
出
会
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
早
起
き
は

三
文
の
徳
な
ど
と
い
っ
て
喜

ん
で
い
る
の
で
す
が
▼
暗
が

り
の
な
か
で
も
、
少
し
も
明

る
さ
の
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
、

福
田
首
相
と
民
主
党
の
小
沢

代
表
の
密
談
。
「
大
連
立
」

は
と
ん
ざ
し
た
も
の
の
、
そ

の
仕
掛
け
に
政
財
界
の
妖
怪

の
よ
う
な
人
た
ち
が
徘
徊
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
日
本
の
未
来
に
暗
雲
を

投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
「
戦

前
だ
っ
た
ら
青
年
将
校
が
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
す
」
な
ど
と

い
っ
て
、
日
本
の
政
治
を
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
こ

と
が
許
さ
れ
て
い
い
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
▼
そ
の
点
で
海

外
の
メ
デ
ィ
ア
が
こ
ん
ど
の

会
談
が
改
憲
志
向
の
読
売
新

聞
主
筆
・
渡
辺
恒
雄
氏
や
、

中
曽
根
元
首
相
の
働
き
か
け

で
あ
っ
た
こ
と
に
強
い
警
戒

心
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
し
ま
す
。
外
か
ら
見

た
ほ
う
が
こ
の
問
題
の
深
刻

さ
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
で
す
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会
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新 井 た く み

９７８－０１７５
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２００７年１１月１８日 ＮＯ．１５９９

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

広
域
連
合
議
会
に
改
善
の
声
を

社
会
保
障
を
よ
く
す
る
会
が
市
に
要
請

名
栗
・
さ
わ
ら
び
の
湯

決
定
に
批
判
の
声
も

埼玉県後期高齢者
医療広域連合議会
を傍聴しましょう。

１１月２１日（水）
午後１時３０分～

埼玉会館７Ｂ（さいたま市）

東飯能発１２：００

（大宮経由）

●この議会で、保険料が決定さ

れます。

●日本共産党の加川義光議員が

一般質問を行います。

指定管理者制度

審 査 基 準
１、施設の設置目的が達成できるか。

２、市民の平等利用が確保できるか。

３、施設の効用を最大限に発揮できる

とともに、経費の縮減が図れるか。

４、事業計画に沿った管理を安定して

行う物的・人的能力があるか。

５、市民の意見が施設の運営に反映さ

れる管理が行われるか。

６、緊急時の対策がとれているか。

７、個人情報保護の措置について体制

がとれているか。

８、環境に配慮した経営を行っている

か。

９、地域活動との関わりや地域に対す

る貢献について考慮されているか。

10、提案金額は適正か。

市
外

企
業



来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
「
医
療
構
造
改
革
」
は
、

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
給

付
の
抑
制
と
加
入
者
へ
の
負

担
増
を
セ
ッ
ト
で
持
ち
込
も

う
と
い
う
点
で
大
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
実
施
す
る

と
し
て
い
る
、
７
５
歳
以
上

の
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
と
合
わ
せ
て
問
題
な

の
が
、
６
５
才
～
７
４
才
ま

で
の
国
保
税
が
年
金
か
ら

「
天
引
き
」
さ
れ
る
こ
と
で

す
。こ

の
年
金
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
に
つ
い
て
、
１
４
日

行
わ
れ
た
「
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
」
で
市
か
ら
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
敏
江
市
議
は
、
「
国

で
決
ま
っ
た
こ
と
と
は
い
え
、

生
活
を
支
え
る
年
金
か
ら
保

険
税
を
前
も
っ
て
天
引
き
し

て
し
ま
う
の
は
、
高
齢
者
の

生
活
権
を
脅
か
す
も
の
で
と

て
も
賛
成
で
き
る
も
の
で
は

な
い
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は
、
世
帯

内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
６

５
才
以
上
の
世
帯
で
、
①
年

額
１
８
万
円
以
上
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
。
②
国
保

税
と
介
護
保
険
料
と
の
合
計

が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
国
保
世
帯
の

中
で
も
「
天
引
き
」
に
な
る

人
と
、
口
座
振
替
や
納
付
書

に
よ
る
支
払
を
す
る
人
と
区

分
さ
れ
、
６
つ
の
パ
タ
ー
ン

で
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
「
天
引
き
」
の
世
帯
は
、

①
世
帯
主
（
国
保
）
７
２
歳
、

妻
（
国
保
）
６
８
歳
の
場
合
。

②
世
帯
主
（
国
保
）
７
２
歳
、

妻
（
国
保
）
６
８
歳
、
子

（
社
保
）
４
０
歳
の
場
合
。

二
、
「
口
座
振
替
」
「
納
付

書
」
な
ど
の
世
帯
は
、
①
世

帯
主
（
国
保
）
７
２
歳
、
妻

（
国
保
）
６
３
歳
の
場
合
、

②
世
帯
主
（
後
期
高
齢
）
７

８
歳
、
妻
（
国
保
）
６
８
歳

の
場
合
、
③
世
帯
主
（
社
保
）

７
２
歳
、
妻
６
８
歳
の
場
合
、

④
世
帯
主
（
国
保
）
７
２
歳
、

妻
（
国
保
）
６
８
歳
、
子

（
国
保
）
４
０
歳
な
ど
の
場

合
で
、
国
保
加
入
者
の
世
帯

全
員
が
６
５
歳
以
上
で
、
世

帯
主
が
国
保
で
あ
る
場
合
は

今
ま
で
通
り
と
な
り
ま
す
。

ま
た
今
回
は
、
年
金
天
引

き
の
議
案
で
し
た
が
、
来
年

３
月
議
会
に
は
国
保
税
の
値

上
げ
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
限
度
額
が

７
万
円
ア
ッ
プ

現
在
分
か
っ
て
い
る
の
は
、

介
護
保
険
料
と
の
合
計
の
最

高
限
度
額
が
現
在
６
１
万
円

か
ら
６
８
万
円
に
値
上
げ
す

る
た
め
、
準
備
を
す
す
め
て

い
き
た
い
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
加
入
者
の
負
担
ば

か
り
が
増
え
る
一
方
で
、
国

や
大
企
業
の
負
担
が
大
き
く

軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ

と
世
論
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

２００７年１１月１８日 ＮＯ．１５９９

国
保
税
を

年
金
か
ら
天
引
き
?!

国
保
運
営
協
議
会
開
か
れ
る

飯能・名栗観光協会合併記念事業「まちなか

イルミネーション」が飯能銀座商店街にて行わ

れます。 森林文化都市のシンボル、巨大木馬の

「夢馬」を中心とした光のオブジェが飯能の冬

の夜を彩ります。

点灯式 平成１９年１１月１８日(日)

午後４時３０分～

●キャンドルナイト、生バンド演奏などあり。

開催期間 平成１９年１１月１８日(日)～

平成２０年１月２０日(日)

議
会
代
表
者
会
議
に
、
当

初
、
美
杉
台
に
整
備
さ
れ
る

計
画
だ
っ
た
「
桜
の
森
」
の

整
備
計
画
が
地
区
を
変
更
し

て
、
ま
と
ま
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
飯
能
桜
の

森
委
員
会
が
検
討
を
進
め
て

い
た
も
の
で
、
計
画
地
は
中

山
・
中
居
地
域
で
、
奥
武
蔵

自
然
遊
歩
道
と
宮
沢
湖
を
つ

な
ぐ
ハ
イ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
で

す
。
地
元
に
親
し
ま
れ
て
い

る
神
社
や
美
し
い
寺
な
ど
が

沢
山
あ
る
地
域
で
す
。

桜
は
、
第
二
天
覧
山
周
辺

を
中
心
に
約
１
３
ha
に
植
栽

す
る
計
画
で
す
。

担
当
者
は
、
「
地
元
と
の

調
整
も
十
分
図
っ
て
い
る
の

で
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
と
思
う
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の

お
誘
い

白
銀
平
（
日
高
市
高
麗
）

11
月
23
日
（
金
）

午
前
９
時

集
合
・
東
飯
能
駅

費
用
５
０
０
円(

交
通
費
別
・

弁
当
・
雨
具
持
参)

晩
秋
の
奥
武
蔵
を

ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

連
絡
先
・
山
田
９
７
３
ー

４
７
１
０

柳
沢
９
７
３
ー

０
６
６
０

主
催
・
飯
能
中
央
後
援
会

講
演
会
の
ご
案
内

歴
史
よ
も
や
ま
話

百
科
事
典
と民

主
主
義

11
月
25
日
（
日
）

午
後
４
時

飯
能
市
一
丁
目
ク
ラ
ブ

消
防
稲
荷
分
署
そ
ば

講
師

池
田
貞
夫
さ
ん

元
中
央
大
学
教
授

主
催
：
日
高
・
飯
能
民
主

文
庫
の
会

学
習
会
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
が
国
民
監
視

そ
の
ね
ら
い
と
背
景

講
師

佐
々
木
敏
雄
氏

埼
玉
県
平
和
委
員
会
事
務

局
長
／
国
民
救
援
会
埼
玉

県
本
部
副
会
長

11
月
21
日
（
水
）

午
後
６
時
30
分
～

富
士
見
公
民
館

＊
学
習
会
は
総
会
の
後
に

行
わ
れ
ま
す
。

主
催

国
民
救
援
会
飯
能
支
部

す
ぎ
の
こ
保
育
園

バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

11
月
18
日
（
日
）

正
午
か
ら

す
ぎ
の
こ
保
育
園

●

日
用
品
、
食
器
、
タ
オ

ル
、
衣
類
、
バ
ッ
グ
、
雑

貨
、
本
な
ど
掘
り
出
し
物

が
多
数
。

●

焼
き
そ
ば
、
カ
レ
ー
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
手
作

り
お
菓
子
な
ど
各
種
模
擬

店
を
出
店
。

雨
天
決
行

中
山
・
中
居
地
域
に

「
飯
能
桜
の
森
」
を
計
画


